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粉状及び圧搾爆薬の水中雷管起爆試験(7)

細谷文夫●.和田有司●暮,矢崎英郎川.劉 柴海'暮暮
田中則帝●●…,田村昌三暮暮,青田息堆●●

砂状壌熊と正伸爆恥 こついて水中小型ギヤ,プ粕 と弗唖館管を用いた可変起爆初鼓験の抱

合せを用いて.折撃感度の比較を行った｡

PETN.TNT.RDX及びピタ1)ン酸(PA)の粉末及び成型品のfI7管起爆妖験の括果,いず

れも氏神成型品とすると術革感度が低下していることがわかる｡PETN粉末は非常にBtい不

様･完億の境界を示す｡また,完壌時の気泡エネル+'-が他の爆薬に投ペて大きい｡

ヘキサ.=トF'スチルベ'/(HNS)とその中間体-キサニトF'どべ./.}ル(HNBB)を水中小型

ギ十ツ7'妖掛 こよって耐定した結果.托NSはTNTlり鈍感,HNJ)BはTNTとほぼ同等の感

度を有することがわかった｡

1. はじめに

爆発物の衝撃感度が.粉状,粒状.圧搾成型品.救

国成型品などの状感に1って変化することは珪験的lこ

知られている｡従来.衝撃感度11蒋槌感度釈放によっ

て痕も多く調べられてきた｡しかし,落組感度釈放で

は粉状のみについて朕験{･きるが.その他の状感の物

については鼓鼓できない｡狂者らは先に水中小型ギ.r

ップ就験法について検討し,この方法でかなりの感度

鰭の粉状の爆発物の衝撃感度を潤達し柑ることを示し

たい｡また.この方法と水中可変起爆剤妖鼓ZJを組み合

わせることによって砂状工薬確率の斯学感度評缶がで

きることを示した3)｡

ここでは,水中小型ギャップ妖晩と鈍GEE館管を用い

た可変起爆邦武故の組合せ(以下この妖験法を水中雷

管起爆釈放と呼ぶ｡)を用いて.砂状爆薬と圧搾爆薬

について衝撃感度の比較を行ったので.その籍柴を報

告する｡
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PETN.TNT,RDX.ピタlJン酸(PA)粉末は国産

工薬取晶をそのまま用いた｡-キサニト.･スチルべ･/

(HNS)及び-キサニトpt='ベンジル(HNBB)は狂者

らの一人が合成したものIJを用いた｡正伸億萌は0.3

gの粉末飲料をエア-･プレス(ENERPAC恥RR-

1010)を用いて.4.417kg/cJの圧力{･正伸成型して作

成した｡圧搾爆矧 土円柱型{･直径7血.高さ5EE)であ

る｡舘管は日本化我榊の0.1.2及び3号甜管を用いた｡

小型ギャップ妖故の飲料集合体を別報l)に示しともの

と同じである｡弱岱管を用いた可変毎爆網状故では

Fig.Iに示す飲料集合体を用いた.千倍的な検肘とし

て煙火の星原料の一触 こついて水中部管起爆妖故を行

った｡キラキラ星刑粉末で組成は硝酸カl)ウム45.接

合剤5.三位化アンチモン9.マグナ1)ウム15.琉苅

18.練炭8である｡

2.2爽敬重置

細谷火工㈱技術粥尭センターに故任してある直径10

A).拝さ4.5Ebのホ相中{･実験を行った｡爆発点の拝

Fig.1 Sampl



Tablo1Resdtsoftnderwater8mallgaptestwith姐mPleBizcof0.3g.

Rum Sample Detr Gap 7甘 Eb Net-Eb Net-Eb/W
P. 0E.No. No. (EZb) (ms) (kJ) (kJ) (U/g)

(ks/d) (fLS) (kJ)50 cap(Onlydetr) 0 - 1

5.80.35 - - 12.0 21 0.I07 cap(onlydetr) 0 - 15.50.33 - - - - -

06 cap(onlydetr) 0- 22.5 1.01 - →- -
- -08 PETNpellet-I 0021.80.92 0.

58 1.93 - - -09 PETNpeIIet-2 0 8 16

.30.39 0.05 0.I7 - - -10 PETNpelle卜3 0 2 20.70.78 0.44 1.47 - - -ll PETNpelle卜4 0 4 17.20.45 0.ll 0.37 -

- --12 PETNpeuet-5 0 6 16.20.37 0.03 0.10

- - -18 PETNpeIIet-7 0022.30.98

0.64 2.13 - - -48 PETNpetlet-8 0
10 16.20.38 0.04 0.13 II.8 21 0.113 TNTpdlet-I 0015.80.35 0.01 0.03

- - -14 TNTpeuet-2 3 025.6I.48 0.

47 I.57 - - -15 TNTpeuet-3 1022.30.98

0.40 1.33 - - -24 RDXpellet-I 0021.90.93 0.59 1.97 - - -26 RDXpellet-3 0 2 16.10.37 0.03 0.10 -

- -47 RDXpellet-4 0 4 15.80.

35 0.01 0.03 10.6 12 0.019 PApeue卜1 0017.00.43 0.09 0.03 - - -20 PApeue卜2 0017.00.44 0.10 0.33 - - -

21 PApellet-3 1 0 22.71.04 0.46 1.
53 - - -22 PApellet-4 2 018.70.

58 - - - - -23 PApellet-5 3 02

6.0I.56 0.55 1.83 - - -44 PApenet-6 1 022.81.05 0.47 1.57 - - -

46 PApene卜7 2 024.6 1.32 0.57 I.90

31.7 15 0.6249 PApenet-8 0 4 ]5.7

0.34 0.00 0.00 - - -27 RDXpowder 0 2 20

.70.78 0.44 I.47 - - -28 RDXpvder 0 4 19.20.63 0.29 0.97 - - -

29 RDXpowder 0 6 18.60.57 0.23 0.7

7 - - -30 RDXpwder 0 8 18.80.59

0.25 0.83 - - -31 RDXpwder 0 10

17.30.46 0.12 0.40 - - -34 RDXpw
der 0 12 16.30.39 0.05 0.17 - - -45 RDXpyder 0 14 15.40.32 -0.02 -0.07 ll.6 14

0.0932 PAp○Ⅵ ler 0 0 2).70.91 0.57

1.90 - - -33 PApowder ○ 6 20.40.76 0.

42 1.40 - - -36 PApowder 0 8 15.8

0.35 0.01 0.03 - - -35 PApow(k r 0 10 15

.70.34 0.00 0.00 - - -40 ENSpOwder
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3. 括黒と考蕪

3.1 爽鼓括果

奨扱結果をTablelに示す｡

3.2 粉状爆裾と圧搾爆霜の衝撃感度

pETN及びTNTの粉末及び成型品の留甘塩爆洪験

の結果をFig.2に,RDX及びビター)I/醍(PA)のそれ

をFig.3に示した｡いずれも.正伸成型品とすると術

埠感度が低下していることがわかる｡どの起爆力{.伝

壌するかどうかはこの実鼓だけでは不明である｡

pETN粉末は非常に釦い不爆･完備の境界を示す｡ま

た,完爆時の気泡エネルギーが他の爆薬に比べて大き

い｡本襲験でIIRDXの粉末がかなりの晦の衝撃力に

対して半爆状態を示した｡1gの拭料丘を用いた小型

4･'ヤップ試験Sl{･はそのような頒向は見られなかった｡

これは将来の検肘評確である｡

3.3 HNS及びHNBB粉末の衝撃感度

HNSは耐熱爆薬の1つ{･あが)｡托NSの中間体に

HNBBがある｡準暮らの l人はこれらの化合物を合

成したのでその感度を水中小型ギャップ試験によって

粥定した｡その括果をFig.4に示す｡Fig.2との比較

からHNSはTNTより鈍感,m BはTNTとはば同

等の感度を有することがわかる｡TNTとHNBBは化

合栴適が非常に近く,DSC分解開始温度も近いので

同年の感度を持つことが理解できる｡HNSはDSC分

解開始温度がTNTlこ比べて約40℃高い｡これがtLNS

がTNTより鈍感{･あることの一つの理由と思われる .

qN苺.-蓉･C港-･歩-捲q
叫 叫 kgl NQl
TIiI tJⅣ tIJI tlRrSIl■( 7001C J12で 7書Bt

HNSの藩槌感齢 ま,RogerS9)及び細谷叫こよって

邦定されている｡ HNBBの落槌感度は.NSWCIO)及

び細谷l)に上って脚定されている｡HNSのカードギ

ヤップ感度は,Ayers等I)によって湘定されている｡

これらを関連爆薬のデータと共にTable2に示した｡

細谷のデータは,HNSやHNBBがRogersやNSWC

のデータに比べて敏感にでているのが.これは爆･不

様の判定法の違いによるものであろう｡

Rogers及びNSWCのデータを水中筋管起爆釈放

データに対してブp,トしたのがFig.5である｡HNS

を除いてはこれらの脚定値の間に良好な相関のあるこ

とがわかる｡W Sのデータが他の相関からずれてい

ることについて一つの理由は,物理的状感の違いが考

えられるが,その確認は将来の検討疎噂である｡

3.4 群動臼砲を用いた小型ギャップ統裁と

水中爆発を用いた小型ギャップ験験の比較

群動臼砲及び水中爆発を用いた小型ギャップ就故の

限界起爆ギャップ長は異なる｡押助臼砲を用いた時の

ギャップ長の対数を水中爆発を用いたそれに対してプ
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(UWE).F'ットしたのがFig,6である｡水中爆発を

用いた場合の限界爆発長は弾劾臼砲を用いた場合の限界

ギ十ツプ長のほぼ2倍である｡この差異は水中爆発では内径

6.5EEDのポl)ェチレン管と同じ径のポlJ.i

チレン振ギャップを用いているのに対して.MkⅢ

弾劾臼砲を用いるそれでは内径12E山のガラス管と同じ径のポリェチ

レt/板ギャップを用いている｡後者では大きいポ])

-チレl/板を用いているためにエネルギーの損失が大き

いために限界ギャサブ長が小さくなったのであろう｡

3.5星剤の熔弗エネルギー碑名らは先に星剤

?)及び星そのもの8)の衝撃感度釈放を落球就換及

び常管起爆試鼓によって行った｡前者では倭の発生の

有無で爆･不爆を判定し.扱者では発火の有無または残さの燃焼性の有無で爆･不嬢を判定 した｡特に前者の場合,このよ

うな判定が危険性の判断に有用であるかどうか疑問が残

った｡そのために.水中での雷

管起爆釈放の適用が考えられたが,水中で発火した時

に十分な気泡エネルギーを発生するかどうか疑念が持たれていた｡しかし.この条
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Preyiousexperimentshaveshown thatthesensitivityofanexplosivedependsuponit8

granularcondition.Itiswidelyheldthatonlyapowdered組mpleiseffectiveinthedrop

hammertest.Forthatreasonpowderedandpressedshapeexplosiveswerestudiedwitha

smallgapcardtestandavariabledetonationtestusingdifferentdetonationaps.

ThesaJnPles,PETN,TNT.RDXandPicricacid(PA)inapowderedofpressedshape,

weremeasuredbythedetonadoJ)Capmethodamdthereisanindiationthatthepr飴Sed

組 mpleshavealowersensitivitythanthepowderedsamples.

nepowderedPETNshowsclearlywhetheritwillexplodeornot.Further,whenitex･

plodes,itgivesoffalargeramountofbubbleenergythantheotherexplosivesmentioned
above.

Wh enhexamitrostilbene(HNS),itsintermediateHexanitrobibenzyl(m B),and

TNTaremeasuredbythesmallcardgaptest.HNSisfoundtobelesssensitiyethamTNT.

FurtherHm BisfoundtoassensitiveasTNT.ThereasonTNTandHNBBareverynear･

lyequalinsensitivityisbecausetheyhavesimilarchemicalstruchresandsimilarex･

trapohteddecompositiononsettenperaturesthelatterasmeasuredbyDSC.Ontheother

hand.theextrapolateddecompositiononsettemperatureofHNSishigherthanthatof

TNT.ThismightbeoneofthereasonsthatHNSislesssensitivethanTNT.
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